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よ し い ・ ひ さ し  ☆  1 9 3 0 年 、 越 智 郡 下 朝 倉 村 古 谷 字 原 山 （ 現 ・ 今 治 市 古

谷 ） 生 ま れ 。 1 9 4 6 年 3 月 、 愛 媛 県 立 今 治 工 業 学 校 機 械 科 を 卒 業 し 、 同 年 4

月 に 広 島 県 福 山 市 の 御 野
み の

製 作 所 に 入 社 。1 9 4 8 年 1 1 月 に 新 居 浜 市 の 愛 媛 鋳

工 ㈱ に 移 り 、 機 械 工 と し て の 技 術 を 徹 底 的 に 学 ぶ 。 1 9 5 0 年 4 月 、 今 治 へ

の 帰 郷 を 機 に 新 興 織 物 ㈱ に 入 社 し 、 タ オ ル 業 界 へ 入 る 。 1 9 5 7 年 3 月 、 

井 タ オ ル 工 場 を 創 設 し 、 独 立 。 1 9 6 7 年  井 タ オ ル ㈱ に 改 組 し 、 同 社 代 表 取

締 役 社 長 に 就 任 。 1 9 9 3 年 4 月 か ら 1 9 9 6 年 5 月 ま で 四 国 タ オ ル 工 業 組 合

理 事 長 、 お よ び 1 9 9 6 年 5 月 か ら 1 9 9 8 年 5 月 ま で 日 本 タ オ ル 工 業 組 合 連

合 会 理 事 長 を 歴 任 。 現 在 は 、 第 一 線 を 退 き 、 井 タ オ ル ㈱ 相 談 役 と し て 後 継

者 の 成 長 を 見 守 る 。  

戦 後 の 今 治 タ オ ル 工 業 の 発 展 を 支 え て き た 産 地 を 代 表 す る 技 術

者 で あ り 、1 9 9 6 年 に 愛 媛 県 知 事 賞 、1 9 9 8 年 に は 藍 綬 褒 章 を 受

章 。 ま た 、 タ オ ル の 素 材 か ら デ ザ イ ン に 至 る す べ て に こ だ わ り

を も ち 、 つ ね に 新 し い 挑 戦 を し つ づ け て い る 井 タ オ ル ㈱ の 創

業 者 で も あ る 。 タ オ ル 製 織 を は じ め た 1 9 5 0 年 か ら 二 代 目 井

智 己 氏 が 同 社 代 表 取 締 役 社 長 に 就 任 す る 1 9 9 9 年 ま で 、 お よ そ

半 世 紀 に 渡 っ て タ オ ル 製 織 に 身 を 捧 げ て き た 、 い わ ば 「 タ オ ル

の 虫 」 で あ る 。  

井 久 氏  
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1 ．  幼 ・ 少 年 時 代  

 

家 族 を支 えるために、今 治 で働 くことを決 意  

 

 井 久 氏 は 、1 9 3 0 年 に 越 智 郡 下 朝 倉 村 古 谷 字 原 山（ 現 ・ 今 治 市 ）

と い う 、 周 辺 を 梨 農 園 に 囲 ま れ た 当 時 1 0 軒 ほ ど の 家 が 集 ま る 小 さ

な 村 落 で 生 ま れ た 。 父 親 は 菊 間 瓦   の 職 人 で 自 営 業 を 営 ん で お り 、

井 氏 は 1 0 人 兄 弟 姉 妹（ 7 女 3 男 ）の う ち 8 番 目 の 次 男 で あ っ た 。

長 姉 の 誕 生 が 1 9 1 0 年 （ 明 治 4 3 年 ）、 長 兄 が 1 9 2 2 年 （ 大 正 1 1

年 ） で 歳 が ず い ぶ ん 離 れ て い た こ と も あ っ て 、 上 の 兄 姉 に は 可 愛 が

ら れ た 。  

 1 9 4 0 年 、 井 氏 が 下 朝 倉 高 等 小 学 校 5 年 生 の と き に 、 一 家 は 現

在 井 タ オ ル ㈱ の 本 社 が あ る 今 治 市 町 谷 に 引 っ 越 し を し た た め 、 翌

年 の 4 月 か ら 富 田 高 等 小 学 校 の 6 年 生 に 転 入 し た 。転 入 し て 間 も な

い 同 年 8 月 に 父 親 が 急 死 し 、父 親 の 自 営 業 を 継 い で 瓦 職 人 に な る 予

定 で あ っ た 長 兄 が 、 当 時 勤 め て い た 別 子 銅 山 を 辞 め て 帰 郷 す る こ と

に な っ た 。 と こ ろ が 、 1 9 2 9 年 の 世 界 恐 慌 を 引 き 金 と し た 長 引 く 不

況 に よ っ て 、 世 界 の 国 々 は 混 沌 と し た 時 代 へ 突 入 し て い っ た 。 日 本

は 1 9 3 7 年 に 中 国 と の 間 で 戦 争 を 起 こ し 、そ の 後 国 を 挙 げ て の 総 力

戦 に 発 展 し た 。 そ し て 、 1 9 4 1 年 に は じ ま っ た 太 平 洋 戦 争 で 長 兄 は

戦 場 へ 赴 き 、 終 戦 を 前 に し て 悲 し い 結 末 を 迎 え る こ と に な っ た 。  

 夫 を 失 っ た 母 親 は 、 5 3 歳 の と き に 菊 間 瓦 の 看 板 を 降 ろ し 、 生 計

を 立 て る た め に 縄 を 編 む た め の 機 械 を 3 台 購 入 し て 、稲 を 原 料 に 縄

の 生 産 を は じ め た 。 1 9 4 2 年 の こ と で あ る 。 こ の 年 の 4 月 、 井 氏

は 、 手 に 職 を つ け る こ と を 考 え 、 設 立 さ れ た ば か り の 今 治 市 立 工 業

学 校   の 機 械 科 に 1 期 生（ 1 学 級 4 9 名 ）と し て 入 学 し た 。「 タ オ

ル び と 」 の ひ と り 目 と し て と り 上 げ た 尾 崎 今 男 氏 （「 タ オ ル び と 」

2 0 1 2 年 1 2 月 号 ～ 2 0 1 3 年 3 月 号 参 照 ） も 同 校 の 出 身 で あ り 、 

井 氏 の 後 輩 に あ た る 。 戦 争 の さ な か で あ っ た た め 、 機 械 科 と い え ど

も 軍 事 教 練 や 勤 労 動 員 の 活 動 に い そ し み 、 学 校 で は 機 械 に 関 す る 専

LOOKS
ノート注釈
菊間とは今治市南西部の旧町域のことを指し、中心集落は江戸時代に宿場町として栄えた。江戸時代から丸亀の土を利用して瓦を産出し、松山藩が窯元を27株に制限して保護・育成した。

LOOKS
ノート注釈
1942年4月に今治市立工業学校（機械科・工業科の2科）として設立されたが、1943年4月に愛媛県立今治工業学校と改称し愛媛県に移管。1948年4月、愛媛県立今治工業高等学校に名称を変更し3年制となり、翌年には紡織科が設置された。1949年9月、愛媛県立今治第一高等学校と合併して愛媛県立今治西高等学校となったが、1952年4月に同校より工業科が分離し、ふたたび愛媛県立今治工業高等学校が設置され、現在に至る。
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門 的 知 識 の 習 得 は で き な か っ た 。 そ の 代 わ り に 、 勤 労 動 員 の 仕 事 で

今 治 の 鉄 工 所 で 内 燃 機 関 な ど の 生 産 に 従 事 し 、 こ こ で 機 械 の 基 礎 を

学 ぶ こ と が で き た 。  

そ し て 、1 9 4 5 年 8 月 5 日 、今 治 の タ オ ル 工 場 に 甚 大 な 被 害 を 与

え た 今 治 空 襲 を へ て 、8 月 1 5 日 に よ う や く 日 本 は 終 戦 日 を 迎 え た 。

1 9 4 6 年 3 月 、 井 氏 は 愛 媛 県 立 今 治 工 業 学 校 を 無 事 卒 業 し た が 、

入 学 し た 当 初 1 学 級 4 9 名 い た 同 級 生 は 、 戦 争 を は さ ん で 卒 業 時 に

は 4 年 制 3 3 名 と 5 年 制 1 3 名 の 二 つ わ か れ 、戦 争 で 3 名 の 犠 牲 者

を 出 し た 。  

卒 業 後 、 井 氏 は 広 島 県 福 山 市 の 御 野 製 作 所 と い う 鉄 工 所 に 入 社

す る こ と に な っ た 。 御 野 製 作 所 で は 船 の ス ク リ ュ ー な ど の 大 型 機 械

の 部 品 生 産 に た ず さ わ っ て い た が 、 兄 の 戦 死 の 公 報 が 入 っ た た め

1 9 4 8 年 8 月 に 今 治 に い っ た ん 帰 郷 す る 。機 械 い じ り の 技 術 を 生 か

し て 、 地 元 の 鉄 工 所 の 紹 介 で 新 居 浜 市 の 愛 媛 鋳 工 ㈱ に 縁 が あ っ て 入

社 し た 。こ こ で は ド ビ ー 機 を 生 産 し た 。し か し 残 念 な こ と に 、1 9 4 9

年 末 に 愛 媛 鋳 工 が 廃 業 に 追 い 込 ま れ た 。 井 氏 は 、 仕 方 な く 退 職 す

る こ と に な っ た が 、 こ の 先 の 身 の 振 り 方 を 考 え て 、 家 族 を 支 え る た

め に 母 親 の い る 今 治 に 帰 る こ と を 決 意 し た 。  

 

 

2 ．  タ オ ル と の 出 会 い  

 

新 興 織 物 に入 社 してタオルと向 き合 う、これも縁 や 

 

1 9 5 0 年 2 月 、 帰 今 し た 井 氏 は 、 職 探 し を は じ め た 。 あ る 日 、

新 聞 に 新 興 織 物 ㈱ の 求 人 広 告 が 新 聞 に 掲 載 さ れ て お り 、 ふ と 目 に 留

ま っ た 。新 興 織 物 は 、ラ ペ ッ ト 織   の 輸 出 用 シ ョ ー ル ヤ シ マ グ（ 刺

繍 織 物 の タ ー バ ン ） や 、 ダ マ ス ク 織   の テ ー ブ ル ク ロ ス 、 ド メ ス

テ ィ ッ ク （ 厚 手 の 刺 繍 織 物 ） を 製 造 し て い た メ ー カ ー で 、 当 時 は 東

洋 紡 績 ㈱ の 委 託 生 産 を お こ な っ て い た 。 1 9 5 0 年 代 に 入 っ て 輸 出 量

LOOKS
ノート注釈
平織の生地に幾何学模様などの刺繍を施しながら柄をつけた織物。ラペットlappetとは、刺繍のような模様を出すために平織の力織機にとり付けた針ざおのことをいう。ラペット織はターバン用に中近東方面に輸出され、ヤシマグyshmakとして名を馳せた。

LOOKS
ノート注釈
シリアのダマスクスで発展したことからダマスクdamask織という。斜文織または繻子織の生地に色糸や金銀糸などで模様を施した緞子風の織物。テーブルクロスや家具など室内の装飾用織物の代表。
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が 徐 々 に 減 少 し た た め 、 1 9 5 2 年 頃 か ら ラ ペ ッ ト 織 の 余 り 糸 を 使 っ

て タ オ ル 生 産 に も 着 手 す る よ う に な っ た 。 そ の 際 、 先 行 し て い た タ

オ ル メ ー カ ー か ら 来 た 職 人 や 新 人 の 技 術 者 が 入 社 し た お か げ で 、 既

存 の 織 機 を タ オ ル 用 に 改 造 し て 本 格 的 な タ オ ル 生 産 へ 移 行 で き た 。  

井 氏 は 、 さ っ そ く 知 人 の 木 工 所 社 長 に 求 人 広 告 の 話 を し た と こ

ろ 、 新 興 織 物 が 木 工 所 の 取 引 先 で も あ っ た こ と か ら 、 社 長 を と お し

て 新 興 織 物 の 工 場 長 と 面 談 す る 運 び と な っ た 。 そ の 結 果 、 ち ょ う ど

工 場 を 新 設 し て い る と こ ろ で 技 術 者 を 必 要 と し て い た こ と も あ っ て 、

井 氏 は 1 9 5 0 年 4 月 か ら 新 工 場 の 技 術 者 と し て 着 任 が 決 ま っ た 。

新 工 場 は 、 織 機 5 0 ～ 6 0 台 の 設 備 が 収 容 で き る 立 派 な 鋸
のこぎり

歯
ば

屋 根 工

場 で あ っ た が 、 入 社 当 初 は 村 秀 鉄 工 所 の ラ ペ ッ ト 用 織 機 2 6 台 が 組

立 て の さ な か で 、 床 な ど の 内 装 も 未 完 成 の ま ま で あ っ た 。 現 場 の 社

員 は 、 井 氏 を 含 め て 1 0 名 程 度 で あ っ た 。  

入 社 直 後 の 仕 事 は 、 工 場 内 の 整 理 や 雑 用 に く わ え 、 織 機 を 組 立 て

る た め の 準 備 機 械 （ ワ イ ン ダ ー お よ び 整 経 機 ） の 据 付 け の 手 伝 い を

し て い た 。 ラ ペ ッ ト 用 織 機 2 6 台 が 運 転 を 開 始 す る 頃 に は 、 ラ ペ ッ

ト 織 に つ い て は あ る 程 度 仕 事 が で き る 程 度 に 技 術 を マ ス タ ー し た 。

輸 出 用 ヤ シ マ グ が 好 調 で あ っ た た め 旧 工 場 か ら 2 4 台 の 織 機 が 移 設

さ れ て き が 、前 述 の よ う に 1 9 5 1 年 半 ば 頃 か ら 輸 出 量 が 減 少 し て き

た の で 、新 興 織 物 で は ラ ペ ッ ト 織 や ダ マ ス ク 織 の 余 り 糸 や 特 殊 糸（ ガ

ラ 紡 糸 ） を 使 用 し た タ オ ル の 生 産 に 移 行 し た 。  

ち ょ う ど こ の 時 期 に タ オ ル 製 織 や ジ ャ カ ー ド 製 織 に 長 け た 技 術 者

が 入 社 し 、 井 氏 を 含 め た 技 術 者 た ち は 既 存 織 機 を タ オ ル 用 に 改 造

し た り 、 地 元 の 村 秀 鉄 工 所 や 矢 原 鉄 工   、 青 葉 鉄 工 所 な ど へ 新 た

に 発 注 さ れ た タ オ ル 織 機 を 組 立 て た り 、 機 械 と 格 闘 す る 毎 日 を 送 っ

た 。 井 氏 の 工 業 学 校 時 代 の 後 輩 に あ た る 尾 崎 氏 も 、 井 氏 よ り 少

し ま え に お な じ く 技 術 者 と し て 同 社 に 入 社 し て お り （「 タ オ ル び と 」

2 0 1 3 年 1 月 号 参 照 ）、 新 興 織 物 で は 若 い 技 術 者 た ち が 集 ま っ て い

た 。 の ち に 、 井 氏 も 尾 崎 氏 も 独 立 し て 自 社 工 場 を も つ こ と に な る

が 、 新 興 織 物 か ら ス ピ ン ア ウ ト   し て い っ た 技 術 者 が 何 人 か い た

LOOKS
ノート注釈
村秀鉄工所の工場長が独立して設立した会社。現在も輸送機械器具などを生産。

LOOKS
ノート注釈
英語ではspinoutと書くが、個人あるいは複数の仲間がある組織から飛び出して独立して新しい組織を設立することをいう。地域産業研究では、スピンアウトが多いほど地域産業は活性化するという解釈から、地域経済の発展を図るひとつの指標となっている。
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こ と を 考 え る と 、 今 治 タ オ ル 工 場 の 発 展 に お い て 新 興 織 物 の 果 た し

た 役 割 は 大 き い と い え る 。  

 

   

 

 

 

新 興 織 物 は 、 ヤ シ マ グ や ド メ ス テ ィ ッ ク な ど の 刺 繍 織 物 か ら 本 格

的 に タ オ ル 生 産 へ と 転 換 し 、 短 期 間 の う ち に 合 計 7 0 台 の タ オ ル 織

機 を 工 場 に 設 置 す る こ と に 成 功 し た 。 し か し 、 タ オ ル の 本 格 的 な 生

産 が は じ ま る と 、 準 備 機 械 の 不 足 や 整 経 糸 の テ ン シ ョ ン に お け る 不

均 一 な ど の 問 題 が 起 こ っ た 。 と く に 、 テ ン シ ョ ン の 問 題 は 、 当 時 の

整 経 機 や ク リ ー ル が ボ ビ ン 用 で あ り 、 整 経 時 の 巻 糸 テ ン シ ョ ン の 均

一 化 は 困 難 で あ っ た か ら だ 。 そ こ で 1 9 5 3 年 頃 に 、 東 洋 紡 績 の 傘 下

に あ っ た タ オ ル メ ー カ ー の 三 重 繊 維 （ 四 日 市 市 ） を 訪 問 し 、 最 先 端

の 引 抜 式 ク リ ー ル や 整 経 機 の 停 止 ブ レ ー キ な ど を ス ケ ッ チ さ せ て も

ら っ た 。 こ の ス ケ ッ チ を も と に 、 地 元 の 青 葉 鉄 工 所 で 整 経 機 の 改 造

や ク リ ー ル の 製 作 を 依 頼 し 、 準 備 工 程 の 品 質 や 効 率 の 改 善 に と り 組

ん だ 。 こ う し て 、 新 興 織 物 は 、 製 織 工 程 の み な ら ず 準 備 工 程 か ら 自

社 で 生 産 す る よ う に な っ た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

新 興 織 物 入 社 時 代  

右 が井 久 氏 、 左 が 尾 崎 今 男 氏  

（ 写 真 ：井 久 氏 提 供 ） 

（ 写 真 ：井 久 氏 提 供 ） 

右 が 新 興 織 物 社 長 、 左 が井 久 氏  


